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長野県老人大学受講生の世間体と保健・福祉・

看護サービス利用に関する研究

百瀬由美子 麻原きよみ

　高齢者に対する保健・福祉・看護サービスは整備されつつあるが，利用に際しては抵抗を感じ必要と思わ

れるサービスを利用しない場合がみられる。その一要因として，日本人に特有な世間体が関与しているので

はないかと推測され，本研究は高齢者の世間体と保健・福祉・看護サービス利用に対する抵抗感およびサー

ビスの利用希望との関連性を明らかにすることを目的とした。世間体の意識質問紙を作成し，老人大学受講

生を対象に調査し，1,294人を分析した結果，以下の知見を得た。

　1)　世間体は，属性では出生地が農村部，以前の職業が農業，学歴が低い者ほど強い傾向が認められた。

　2)　世間体を意識している者ほどサービス利用に対する抵抗感が大きい傾向が認められた。

　3)　世間体とサービスの利用希望との間には関連が認められ，サービスの利用を希望しない者の方が世間

体の意識得点が有意に高かったサービスは，住宅整備事業，短期・中期保護であった。

　また，入浴サービス，デイサービス，通所型機能訓練教室などについても世間体の各質問項目とサービス

の利用希望とに関連がみられた。

　以上のことから，高齢者の世間体とサービスの利用に対する抵抗感および各サービスの利用希望との間に

関連性が認められ，保健・福祉・看護サービスを推進する際には，個人の社会的背景および世間体，当該地

域の特性を考慮することの重要性が示唆された。
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